









A case of pleomorphic adenoma with bone formation
TAKEHIRO WATANABE TAKAKO SHIMIZU HIROKUNI KOU
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図91改造線（くさび印）が明瞭に示される（チオニン・ピクリン酸染色，×200）．
図10：骨細胞から延びる骨細管が明らかである（チオニン・ピクリン酸染色，x200）．
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図11：腫瘍性実質胞巣とそれから解離した，いわゆる間質部の筋上皮細胞はS・－100に陽性である（S－100，x100）t
図12：紡錘形，類円形ないし楕円形細胞の増殖細胞（くさび印）の一部はS－100に陽性である（S－100，×40）．
図13：骨芽細胞と骨細胞の一部には，S－100陽性である（S－100，×100）．
図14：図13の枠内の拡大像．骨芽細胞と骨細胞にS－100陽性を示す（くさび印）（S－100，×200）．
図15：同部位の骨芽細胞や骨細胞はR㎜x2に陽性である（Runx　2，×200）．
図16：同部位の骨芽細胞や骨細胞はnlhも陽性である（Ihh，×200）．
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していたことを意味するものであろう．多形性腺
腫は無痛性であることが多く，発育も緩徐なこと
が多いために，本腫瘍が長期間にわたって存在
し，骨の改造現象まで引き起こしたと考えられ
る．
　本腫瘍中にみられる骨組織の組織発生につい
て，森永6）は，軟骨組織以上に上皮性腫瘍成分と
の問の連続性を見いだすことが困難であることか
ら，結果として真の間質細胞の化生によって生じ
た可能性を示唆している．Kusafukaら7）は異所
性の骨形成を誘導する因子として，骨芽細胞や軟
骨細胞の増殖，分化を調節するとされるTGF一β
の一員である骨形成因子（BMP）が，腫瘍性筋
上皮細胞等の分化に作用しており，それら間葉系
組織の形成に関与している事を示唆している．今
回，われわれは森永6）の述べているように，上皮
性腫瘍成分との間の連続性を見いだすことに対す
る助けとなる情報として，筋上皮細胞のマーカー
であるS－100を免疫組織化学的に検索した．S－
100の免疫染色を行った結果，いわゆる間質内に
腫瘍胞巣から離れて増殖していた紡錘形の細胞は
S－100に陽性を示し，これが腫瘍性筋上皮細胞で
あることを示していた．これら陽性細胞が骨組織
周囲にまで増殖していた．骨組織中の骨細胞の一
部と骨組織の外側を取り囲んでいる骨芽細胞の一
部においても陽性反応がみられた．さらに，骨細
胞および骨芽細胞は，Runx　2とIhhを発現して
いた．本症例で骨組織を形成した骨（芽）細胞の
由来が腫瘍性筋上皮細胞であることを強く示唆す
るものであろう．
結 語
137
　今回，われわれは34歳，男性のオトガイ部に発
生した多形性腺腫の1症例を経験し，病理組織学
的に検討した．その結果，骨髄様組織を伴う骨組
織が形成されていることを確認した．さらに免疫
組織化学的検討結果は，これが腫瘍性筋上皮細胞
の分化によって生じた可能性を強く示唆してい
た．
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